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映め掬上書鰍て

そ叫隻商焼(潰滅螺)

小村良二(鉱床部)
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はじめに

鉱床部では昭和55年よりi｢未開発陶磁器原料資源に

関する研究｣及びr陶磁器原料資源の開発利用の研究｣

を継続･実施してきた.筆者は昭和61年度に茨城県

笠間地区の陶器原料粘土資源の調査･研究に携わり江

戸時代に遡る伝統の土の香り漂うやきものに親しむこと

ができた.本誌のr日本の陶土を訪ねて｣シリｰズは

藤井紀之五十嵐俊雄両氏によって第3回まで書き綴ら

れたが(藤井1975･1977,五十嵐1981)今回は笠間焼

の歩みを振り返り伝統の渋味や自由た陶風を創出する

笠間陶土を御紹介する.

1.笠間陶業の歩み

古文書などから確証されている笠間焼の創始は安永

年間(1772-1781年)とされる(写真1)､この頃笠間

Lがらき

市箱田在住の久野半右衛門は近江国(現･滋賀県)信楽

の陶工長右衛門と共に登窯を築窯し粕薬を用いた製陶

を始めた.これを当時は箱田焼と称した.半右衛門

の養子の瀬兵衛もまた信楽から陶工吉三郎を招き天明

年間(1781-1989年)に久野家の製陶業を継承し時の笠
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写真1久野家に伝わる古文書の一部(笠間市箱田久野道也

氏保管)

1987年12月号

第1図位置図

間藩主牧野貞喜より製陶奨励金を貸与される･後に栃

木県･益子焼の陶祖となった大塚啓三郎も笠間の出身で

あり久野窯の影響を強く受けている･文久年間(1861

-1864年)に至って第11代笠間藩主牧野貞直は製陶業

の保護･奨励策として藩内に六窯の仕法窯を指定した･

仕法窯は藩直轄の官製窯で藩には窯主を取り締まる主

萎取や生産方(生産係)が置かれたらLい｡この頃のや

きものは赤白黒の粕薬を用いた壷播鉢瓶水護

徳利だと日用雑器であり均整の取れた造形美が魅力的

である(写真2,3)･

明治期に入り仕法窯は民窯とたって笠間焼の近代化

.姜が始まる.明治10年(1877年)に内国博覧会出品の茶

壷は1等に入賞しこれを機に笠間焼の年産額は大幅に

増加.同14年(1881年)には陶器製造組合が設立され

るがこれは後の笠間陶器同業組合の母体とたった･

明治35年(1902年)陶工の養成･教育を行い窯業全

般を指導した笠間陶器伝習所が開設される･このよう

に明治期は笠間焼の高揚期でもあった.�
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写真2古笠間焼(茨城県窯業指導所保管)

写真3古笠間焼(笠間市箱田久野道也氏保管)

2.笠間焼の現況

現在笠間焼の窯元数･事業所数は約110陶芸家は

約20人程度と推定され食器･茶器･花器･酒器･灰皿

などを製造･製作している(写真5)･

第2次大戦後の昭和25年笠間焼及び茨城県内窯業全

般の指導･後継者育成を目的とした窯業指導所が設立さ

れた(写真4).また昭和31年には陶器協同組合が結

成され共同製土工場も設置されて笠間焼の振興に寄与

するところ大となった.そして昭和30年代後半笠間

焼の歴史を書き変えた大転換がたされる･それは笠

間焼の創業期より製造されてきた日用雑器一憂播鉢

壷など一から日用小物･民芸品一食器茶器花器だ

と一の製造･製作への転換である･芸術的価値を高め

た民芸品の製作はr芸術村｣や窯業団地の建設(昭和

40年代後半)によって一層弾みがつき北関東の伝統工芸

品一｢笠間焼｣として海外にもその名を成しつつある.

製品の製造･販流体系を第2図に示す･図中の笠間

陶器協同組合における精土加工は原土に水を加えてト

ロンメルで粉砕した後水槽に流L込んで掻搾しフィ

ルタｰプレスで水を搾り出して真空土練機により成型･

押し出しの工程に基づいている(写真6)｡また窯

元における製造･製作工程の詳細は第3図に示した.

こうして完成した製品は第2図のように間屋や小売店

窯元共販センタｰ(写真7)のほか観光行事とたった

陶炎祭(写真8)たどで販売されその内訳は茨城県内

65.4劣東京･大阪･京都だとの茨城県外34.6房である

(｢地場産業実態調査報告書｣p.38-39).昭和55年度の生

産額は62,000万円であった(r茨城の窯業史｣p.3).

写真4製陶研修風景

写真5笠間焼

地質ニュｰス400号�
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写真6笠間陶器協同組合製土工場(笠間市下市毛)

第2図製造･販売体系図(r地場産業実態調査報告書｣

P.85より)

写真7､笠間焼共販センタｰ(笠間市下市毛)

写真8'87陶炎祭(茨城県窯業指導所写真提供)毎年5月上

旬に芸術村で催される

3.笠間地域の地質と陶土

3.1笠間市周辺の地質

笠間市周辺の地質は基盤の八溝層群及び花嵩岩類と

これらを覆う友部層ロｰム層沖積層からたってい

る.第4図に笠間地域の地質図を示す.

中･古生界の八溝層群は砂岩･頁岩･チャｰト･砂

岩頁岩互層･石灰岩レンズだとの岩相ユニットごとに区

分されており笠間市街地の北部域や東側の佐白山北麓

～北東域に露出する.

花闇岩類は八溝層群に貫入して随所に熱変成を与えて

おりJR笠間駅を中心に広範囲に分布する｡岩相は

中粒～粗粒黒雲母花崩岩の｢稲田型｣に区分され(高橋,

1982)特に粗粒相は局部的に著しくまさ化してしぼし

]刊1ぶ1
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第4図笠間地域の地質図鰯印は笠間小学校の位置､

ぽ浸食面や山麓緩斜面が形成されている.

友部層は坂本･宇野沢(1979)らにより定義づけられ

た第四紀更新世の堆積物で笠間市～西茨城郡友部町～

東茨城郡内原町の一帯に発達する.笠間市周辺の友部

層はJR笠間駅東方及び南方に細粒砂層が分布L稲田

南方に礫混じり中粒砂一シルト質砂層や粘土層などが小

競模に分布する.さらにJR笠間駅北方の潤沼川右岸

に沿う大淵～福田付近には粘土層が顕著に発達する.ト

レンチ及びハンドポｰリングによって確認した粘土層の

層厚は3.5mで局部的に海成層の層相を呈する.

埋各面図(第5図)を作成してこれを概観すると湖沼

川と稲田川の合流地点に凹地が認められるのでこの付

近の地形原面は両河川の氾濫原であったことが明らかで

ありここに海水が浸入したのであろう.

沖積層は潤沼川と稲田川に沿って笠間低地を構成す

る.

①～③地点は本文第3節第3項に記述した

3.2陶土

笠間焼の原料粘土は現在は笠間市周辺の開発･造成

や圃場整地などに伴って堀り出された原土と茨城県外

の他産地原土が使用されておりこれらの原土を笠間陶

器協同組合において前節に記述した工程による精土加工

はいど

をたして圷土としている.昭和55年9月現在の粘土の

年間使用量は1,800tである(r茨城の窯業史｣p.5).

笠間市周辺に産出した原土の採掘地は現在ではすべ

て整地･改変されている.主た採掘地は笠間市笠間

まぐろ

(笠間小学校造成粘土)笠間市箱田字間黒(間黒粘土)

ひくさぱさかさがわ

笠間市目草場(日草場粘土)笠間市下市毛字逆川(手起

粘土)友部町下加賀田(宍戸粘土)などであるがこの

うち笠間小学校の造成時に採掘された貯鉱原土が唯一現

在使用されている･この原土は花嵩岩の細礫や石英粒

を含む砂質シルトで花開岩の風化物である.笠間小

学校の位置を第4図に鰯印で表示したが周辺はすべて

地質ニュｰス400号�



笠間焼

一49一

�

川

箱

田

一

稲

田ム

祉

榊

■70

稲圧1

川

北

吉

原

笠^

問

1〃

友

馳部

釜0ik｡

｣

第5図埋谷面図

風化のすすんだ花開岩であり局部的にまさ～シルト混

じりまさたどに変化している.友部層の堆積物は確認

できたい.原土のX線回折の結果(第6図)鉱物組成

は石英とカリ長石が多くカオリン鉱物と雲母粘土鉱物

は僅少である.化学分析値は第1表に示した.

一方,茨城県外の他産地原土の鉱物組成は7Aハロ

イサイトと石英が多く雲母粘土鉱物やカリ長石は僅少

である(第6図).

圷土は上述したようにこの2種の原土を粉砕･混合し

た精土であり当然のことだから石英長石7Aハロ

イサイト雲母粘土鉱物だとの鉱物組成を示している

(第6図)｡性状試験の結果では第2表のように乾燥収

縮率5.6%全収縮率12.2%耐火度(SK)25である.

3.3未利用陶土

第3節第1項に述べたようにJR笠間駅北方の潤沼川

右岸に沿う大淵～福田付近には友部層の粘土層が発達

している(第4図)｡この粘土層は昭和61年度陶器原料

粘土資源調査によって見出され特に第4図の①～⑧地

点では粘土層の連続性や層厚賦存状況だとが採掘対象

として良好であり地理･地形的にも比較的容易に採掘

可能と判断された(写真g).粘土試料を採取してX

線回折により鉱物組成を検討Lた結果では石英斜長石

カリ長石のほか雲母粘土鉱物や7Aハロイサイトたどか

らたる(第7図)｡化学分析値は第1表に示した.性

1987年12月号

状試験の結果では第2表のように乾燥収縮率が10劣以内

である.

このように①～⑧地点の未利用粘土の諾試験性状結果

は混合用原料として良好であり新規に開発を期待し

たい有望た陶土である｡

4｡笠間陶業の発展と振興に向けて

やきもの産地の草分けとされる佐賀県有田地域が陶業

げんな

地として形成されたのは元和年間(1615-1624年)であ

る.これより早い時期から愛知県瀬戸地方では織田

氏の保護･奨励によって製陶業が興っていたが陶業地

の形成は遅れていたらしい.いずれにせよ陶業地では

その地方に産する原材料(陶土燃料など)やその地方の

労働力を使って長年にわたってやきものの伝統的技術

を継承･発展させてきた･やきもの一庶民の暮らしを

基軸とした火と土の芸術一その産地では日夜様々た工

夫と試行錯誤の技術的改善によって独特の個性的た製

品と斬新たデサイ:■が考案･製作されてきた･

笠間焼の陶風は均整の取れた重厚た大物製品(写真

2)に調和した粕の渋い肌合いと素朴さにあるとされ

てきた.しかし第1節に述べた昭和30年代後半の日

用小物･民芸品への転換以降かつての伝統的な陶風が

次第に薄れつつある反面新進の陶芸家たちによる独自�
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第6図

第1表

2θω畑

陶土のX線回折図回折線の記号H:ハ回イサイト

S:雲母粘土鉱物Q:石英Kf:カリ長石P1:斜長石

Mx:雲母一モソモリ回ナイト混合層鉱物

化学分析値

�㈰㌰

2θ･ω^o

第7図未利用陶土のX線回折図

回折線の記号は第6図と同じ,①～③地点

は第4図を参照.

ふ�Si02�Ti02�A1203�Fe203�FeO�Mn0�Mg0�Ca0�Na20�K20�P205�Zr02�C�S�H20+�H20一�Tota1�I鼠10SS

笠問小学校造成原土�61.68��20.18�4.26���O.34�N.D�1.18�2.06��������9.14

���������錐���������

�����������化学分析:試料①②が岡井貴司技官(化学課)による,試料｢笠間小学校造成原土｣が茨城県窯業指導所による.試料採取地点は第4図を参照.�������

��

化学分析試料①②が岡井貴司技官(化学課)による,試料｢笠間小学校造成原土｣が茨城県窯業指導所

第2表

乾燥･焼成性状試験結果

試料採取地点は第4図を参照

試験項目���1250℃酸化焼成��

試料�吸水率(%)2hr.煮沸�乾燥収縮率(%)60℃12hL乾燥�全収縮率(%)�呈色�SK(耐火度)

杯土�O.5�5.6�12.2�浅黄色(5Y7/3)�25

①勉点試料�3.O�5.7�10.O�浅黄色(5Y7/4)�18

②地点試料�O.2～13.3�5.O～8.5�8.4～17.4�淡黄色～浅黄色～赤褐色系�20～26+

③地点試料�2.7�9.1�17.4�灰白色(5Y8/2)�28

性状試験(焼成呈色判定は除く)

:茨城県窯業指導所

地質ニュｰス400号�
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写真g

第4図の①地点の粘土層

のファッショナブルたデザインをあしらった作品が数多

く見受けられるようにたった･これは伝統的陶風の後

退によって自由でバラエティｰに富む作品の生み出さ

れる余地が広がった結果といえるが他方,やきもの産

地としての笠間焼に共通する陶風や特色を見出すことは

困難である･現代の笠間焼は個々の窯元や陶芸家の

多様た個性による自由た発想と創意･工夫が基調にた

っているのである.

普遍的次陶風･特色を欠いた笠間焼の将来的発展と振

興は個六の窯元や陶芸家の作風と能力に委ねられてお

り,この独自の選択をしたやきもの産地の今後の動向を

大いに注視したい.

本稿の執筆にあたり五十嵐俊雄鉱床部長からは種々の御

教示をいただいた.

また本稿に掲載した写真の一部は付記の機関の御好意に

よる.記してお礼申し上げる.
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